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製造業出荷額 増加

成果 維持する

各種補助金を活用してもらうため、制度の周知を図る。創業支援について、新規創業者を開拓
する。

成果指標と目標値
を設定した理由

商業及び工業統計調査により目標値を設定する。

令和３年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する

成果 772 億円 － 億円 －
卸売・小売業販売額 維持

目標

成果 1,135 億円 － 億円 －

目標 990 億円 1,150

777 億円 777 億円 777 億円

億円 1,160 億円

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 16,050,014 152,702,700 20,123,540

市民１人当たりコスト 円 377 3,602

人件費　Ｂ 円 4,444,980 3,946,700 6,972,540
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成果指標　アウトカム 方向 令和元年度 令和２年度 令和３年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額 一般財源 円 11,605,034 63,221,000 13,151,000

市債 円

その他特定財源 円

正規職員数 人 0.69 0.61 0.79

県支出金 円 16,233,000

決算（見込）額　Ａ 円 11,605,034 148,756,000 －

財源内訳

国庫支出金 円 69,302,000

補正・流用等 円 139,000 85,535,000 －

合計 円 14,254,000 148,756,000

項　　目 単位 令和元年度 令和２年度

創業支援事業計画に基づき、創業者を支援する。 創業塾８月から９月に実施

令和３年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

市内商工事業者
商工業者に対する経営相談や指導を強化し、販路拡大等の支援を行い
振興を図る。

現状・課題

予算額

当初予算 円 14,115,000 63,221,000 13,151,000

13,151,000

新型コロナウイルス感染症の影響により、商業・工業両分野において消費落ち込みによる売り上げ
減少や取引先からの受注減少が懸念される。

市が行う理由
及びその根拠

義務的自治事務 中野市商工業振興条例

事務事業概要
商工業者に対する経営相談や指導を継続し、経営の安定に取り組む。また、各種補助金を交付する
ことで、販路拡大等の支援を行う。

令和３年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

商工会議所等へ業務委託を行う。 年間通じて実施

中小企業支援策として、各種補助金を交付する。 年間通じて実施

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ７款 商工費 未計上

項 １項

目指す姿

目 ２目 商工振興費 合併前

政策 04 商工業の振興 係 商工労政係
総合
計画
体系

基本政策 3 にぎわいと活力あふれるまちづくり 課・室 営業推進課

施策 02 商業の振興 内線電話 272

商工費 実施期間

事務事業名 商工業振興事業
目標設定日 令和3年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和３年度目標設定） 事務事業№ 050203

経済部



創業支援事業計画による創業支援
①相談窓口の設置
②創業セミナー・塾の開催

活動内容 ４月 ５月 ６月

中小企業支援のために補助金を交付
①展示会等出展事業補助金
②新技術・新製品開発事業補助金
③特許等取得事業補助金
④人材育成助成金

令和３年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

商工業振興を図るため、商工会議所
等への業務委託を実施

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

経済部

課・室 営業推進課

係 商工労政係

事務事業名 商工業振興事業

部・局

経営力向上支援業務委託（通年）

申請、受付（随時）

相談受付（随時） ▼創業塾開催（８月から９月）


